
(総トン数 1,000トン未満の小型船荷役料金を除く)

適用範囲

この港湾荷役料金(船内荷役料金)は、船内荷役のみを行う場合に適用します。

料金の種類及び適用方
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山 作業範囲

基本料金が適用される作業範囲は、次のとおり とします。
ただしじ関連事業に係る行為は除、ます。

本船内の貨物をはしけ内又は岸壁上に取卸し、フックをはずすまでの①揚荷の場合は、
作業。

②積荷の場合は、はしけ内又は岸壁上の貨物にフックをかけ、本船に積込むまでの作業。

料金表に記載のない貨物等

基本料金表に記載のない貨物については、基本料金表記載の貨物と、荷姿、作業構成員

務簾ぢ墾四女'どt11'1塞'*111-1fJ!し、類似ι九貨物がな込傷合ほ、委託者と

②

2

(

割増料金

割増料金は、次のとおりとします。
晃だしΥ割踊料金が重複する場合には、

算由C、 E毓らの金額を合算します。」'

種別

半夜荷役

士曜日荷役

日曜日・
祝祭日荷役

16時30分から21時30分までの間における荷役

士曜日(当該週の月曜日から金曜日までの間に

国民の祝日(振替休日を含む)餐ある場合における士曜日を除く。)における荷役」

日曜日・祝祭日における荷役

3.割引料金

割引料金は、次のとおりとします。
デこだし、割引料金が重複する場合には、 基本料金にそれぞれの割引率を乗じて各割引料金を

算出し、これらの金額を差し引きます。

a)大口数量割引

委託者からの1荷役の引受において、同一貨物の量が

① 1,000トン以上3,000トン未満の場合、当該貨物の全量について基本料金の 5 %

② 3,000トン以上の場合、当該貨物の全量について基本料金の7%

に相当する金額を、 当該貨物全量について当該貨物の基本料金を乗じて得た金額からそれ
ぞれ割引ます。

②長期大量割引

同一委託者からの引受におい了、次のいずれの項目にも該当する場合は、当該取扱貨物量にそれぞれの基本料金を棄じて得)こ合計額の5%に相雪す乞額を、当該引蔓に係る請求額か
ら割引ます。

① 3ケ月以上の長期契約があること

② 1ケ月間に2回以上の反復継続の引受があること

③ 1回当たりの荷役量力氾,000トンを超えること

(船一五一 2)

内

(

基本料金にそれぞれの割増率を乗じて各割増料金を

割増率

基本料金の6割増

基本料金の6割増

基本料金の10割増

容



4 待機料金

待機料金は、次のとおりとします。

扣硴谿成鰍
によ駆分

昼夜区分

唇

(N翻雛二)

本料金は、荷役開始時刻(昼間荷役にあっては8時30分>半夜荷役にあっては16時30分L以降

毎票星1発鶴合準傭、 t肌誓倫貨糎9訓着隼義は、8両衡或Xはi6謀嘉雰畢隼鴨簡、卓金輩役徒( むで*、'鵬■0邪晩呼即"血凱暁生比点時剛ψK、加訊咋寝猫釡
を適用し辻す。""

9人以下

(フ.5人)

間

10人~
13人

(11.5人)

34,030

九だし、待機事由が港運事業者の責に帰さないものであるときに限ります。

5

記,940

最低料金

最低料金は、次のとおりとします。

N人~
17人

a5.5人)

a 口 1時問につき単位円)

52,170

81,150

18人~
21人

(19.5人)

70,300

扣酢難成鰍
獣駆分

昼夜区分

109,360

(

詑人以上

(22.5人)

昼問

8時30分iから(鄭知光→

認,"0

137,570

半

102,060

16時30分から
21時30分まで)

9人以下

(フ.5人)

本料金は、次中各号に該当する場合に適用します。
九だじ、とれらの場谷が港運事業者お責に帰さなしものであるときに限ります。

荷役手配の取消の場合

①昼間荷役の手醒中し受け最終時刻(前日の15時)つぃては、昼間荷役の最低料釡を適用します。

②半夜荷役の手配申し叉け最終時X11 (当日の15時)

半端荷役等の場合

158,760

( 1 )

夜

10人~
13人

(11.5人)

269,970

269,970

N人~
17人

(15.5人)

413,認0

②

(1口につき単位円)

413,880

18人~
21人

(19.5人)

557,710

荷役開如後における作業中止又は、少量作業或いは待機が伴っ九こと等により、昼間荷役
及び半夜荷1 の区毎に当該作業に葆る請求金額がそれぞれの最低料金額に満九むい場合は、

557,710

22人以上

(22.5人)

701,620

701,620

809,680

809,680

以降2時間を経過してからの取消に

以降の取消については、半夜荷役の

(船一五一 3)
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6 分担金等

区

(船一五・関一 4)

港湾福利分担金
港湾労働法関係付加金
労働安定基金

フ.消費税の加算

住)料金の総額に3%を乗じて計算します。
ただし、免税となる取引には適用しません。

(

分

②上記により計算された金額に1円未満の端数が生じ九ときは1円単位に四捨五入します。

8

各貨物
各貨物
各貨物

料金の計算方

料金の計算方は、次によります。

計算トン数は、重量、容積いずれか大なる方とし、重量は1,000キログラム、容積は
1.133立方米をもって 1 トンとみなします。

なお、慣例により重量に一定の係数を乗じて得九数値をもって計算トン数としている場
合には、その例によります。

ただし、コンテナは実入・空とも20フィート型は 1個当ナこり32トン、 40フィート型は

1個当たりi48トンをもってそれぞれ計算トン数とします。
また、 2σフィート型未満のコンテナは、 20フィート型を基準をする換算トン数をもって

計算トン数とし、 35フィート型及び45フィート型等は40フィート型と同じとします。

金

(一律)
(一律)
(一律)

1 トンにつき

1 トンにつき

1 トンにつき

額

(

4円

1円 5

3円 5

9.その他

a)特殊貨物(特大品、変質・発熱・塵挨・悪臭・汚損の甚だしい貨物、海難貨物等)、雨天・
雪天時荷役及び特殊荷役(海難船・特殊船の荷役、沈木作業、防波堤外荷役、荒天時荷役、
荷印その他仕訳を伴う荷役等)の場合は、基本料金のほかに、委託者と協議の上決定し九金額
を申し受けます。

0銭
0銭

②委託者の要求により、特別の荷役機械、資材等を使用し九場合及びフォアマンを増員し九
場合には、委託者と協議の上、別途実費を申し受けます。

(3)本料金表に記載のない事項については、法令に反しない範囲内において当事者間の取極め
又は、慣習によります。

'
、
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2
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キ

(総トン数1,000トン未満の小型船荷役料金を除く)

適用範囲

この港湾荷役料金 q合岸荷役料金)は、沿岸荷役のみを行う場合に適用します。

料金の種類及び適用方

1.基本料金

接岸本船船倶1・はしけ内(ーー^上屋・野積場内又は、上屋・野積場前
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( 1 ) 作業範囲

基本料金が適用される作業範囲は、次のとおりとします。
九だし、関連事業に係る行為は除きます。

①「接岸本船船仰卜はしけ内(^上屋・野積場内」の場合

(イ)接岸本船船側(一→上・屋・野積場内の場合

(揚荷)本船船側にある貨物を、上屋・野積場内へ移送、排付けるまでの作業。

(積荷)上屋・野積場内の貨物を搬出し、本船船側へ移送する作業。

(

印)はしけ内(一→上屋・野積場内の場合

(揚荷)はしけ内の貨物を陸揚し、上屋・野積場内へ移送、排付けるまでの作業。

(積荷)上屋・野積場内の貨物を搬出し、はしけ内へ移送し積付けるまでの作業。

②「接岸本船船倶卜はしけ内←→上屋・野積場前」の場合

(イ)接岸本船船側(一→上屋・野積場前の場合

(揚荷)本船船側にある貨物を、上屋・野積場前又は、貨車・トラック等の車側
へ移送する作業。

(積荷)上屋・野積場前又は、貨車・トラック等の車側にある貨物を、本船船側
へ移送する作業。

(ロ)はしけ内(一→上屋・野積場前の場合

(揚荷)はしけ内の貨物を陸揚し、上屋・野積場前又は、貨車・トラック等の車
側へ移送する作業。

(積荷)上屋・野積場前又は、貨車・トラック等の車側にある貨物を、はしけ内
へ移送し積付けるまでの作業。

(_ ②

基本料金の10割増

料金表に記載のない貨物等

基本料金表に記載のない貨物については、基本料金表記載の貨物と、荷姿、作業構成員
数等が類似している場合は、その料金を適用し、類似し九貨物がない場合は、委託者と
協議の上、決定し九料金を基本料金とします。

2 割増料金

割増料金は、次のとおりとします。
九だし、割増料金が重複する場合には、基本料金にそれぞれの割増率を乗じて各割増料金を

算出し、これらの金額を合算します。

種別

半夜荷役

土曜日荷役

日曜日
祝祭日荷役

16時30分から21時30分までの問における荷役

士曜日(当該週の月曜日から金曜日までの間に
国民の祝日(振替休日を含む)がある場合にお
ける士曜日を除く。)における荷役

日曜日・祝祭日における荷役

内

q合一五一 2)

割増率

基本料金の6割増

基本料金の6割増

容



3.割引料金

割引料金は、次のとおりとします。

九だし、割引料金が重複する場合には、 基本料金にそれぞれの割引率を乗じて各割引料金を
算由C、と毓らの釡額を差し引きまチ。

山大口数量割引

委託者からの 1荷役の引受において、同一貨物の量が

① 1,000トン以上3,000トン未満の場合、当該貨物の全量にっいて基本料金の 5%

② 3,000トン以上の場合、当該貨物の全量について基本料金の7%

に相当する金額を、当該貨物全量について当該貨物の基本料金を乗じて得九金額からそれ
ぞれ割引ます。

②長期大量割引

同一委託者からの引受におい了、次のいずれの項目にも該当する場合は、当該取扱貨物量
にそれぞれの基本料金を棄じて得)こ合計額の5%に相雪する額を、当該引蔓に係る請求額か
ぢ害11引ます。'」'゜」'

① 3ケ月以上の長期契約があること

② 1ケ月間に2回以上の反復継続の引受があること

③ 1回当たりの荷役量が3,000トンを超えること

(

69,620

108,300

81,920

4 待機料金

待機料金ぱ、次のとおりとします。

(_

(沿一五一 3)

扣咋業纖熊
によ駆分

昼夜区分

127,430

4人~
6人

(5人)

本料金は、荷役開始時刻(昼問荷役にあっては8時30分、半夜荷役にあっては16時30分L以降
極が生1九傷<、傭、本肌誓区貨血四到着待又は、天候或いは、粉貨凌置故F早等による荷役待
あっては゛16時30分からh蒔30分までの間に発生した待機時間にっいて、それぞhの待機料釡
を適用します。

九だし、待機事由が港運事業者の責に帰さないものであるときに限ります。

7人~
9人

(8人)

20,500

31,890

10人~
松人

( H人)

32,760

a 口 1時間につき単位円)

50,960

13人~
巧人

( 14人)

45,050

70,080

16人~
18人

( 17人)

57,340

89,200

19人~
21人

( 20人)

間
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分
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5 最低料金

最低料金は、次のとおりとします。

扣の候纖熊
による岡

昼夜区分

昼
8時30分から

(鄭知分註)

(

半
16時30分から

(2N寺30分まで

4人~
6人

(5人)

間

本料金は、次の各号に該当する場合に適用します。
ただし、これらの場合が港運事業者の責に帰さないものであるときに限ります。

(1)荷役手配の取消の場合

①昼間荷役の手配申し受け最終時刻(前日の15時)以降2時間を経過してからの取消に
ついては、昼間荷役の最低料金を適用します。

②半夜荷役の手配申し受け最終時刻(当日の15時)以降の取消については、半夜荷役の
最低料金を適用します。

②半端荷役等の場合

荷役開始後における作業中止又は、少量作業或いは待機が伴ったこと等により、昼間
荷役及び半夜荷役の区分毎に当該作業に係る請求金額がそれぞれの最低料金額に満たな
い場合は、該当の最低料金を適用します。

夜

7人~
9人

(8人)

162,630

162,630

10人~
児人

( 11人)

259,900

259,900

13人~
15人

( 14人)

2,473

357,400

(1口につき単位円)

6

357,400

(

16人~
18人

( 17人)

454,900

上屋出しコンテナ詰又は、コンテナ出し上屋入れ作業料金

本料金は、次の作業を行っ九場合に適用します。

U)上屋内(コンテナフレートステーションを含む)の貨物をその上屋内又は、戸前でコン
テナに詰めるまでの作業。

②コンテナ内の貨物を取り出し、上屋内(コンテナフレートステーションを含む)に排付
けるまでの作業。

a トンにつき単位円)

454,900

19人~
21人

( 20人)

552,320

552,320

649,900

袋物・ベール物及びこれらに類似し九作業能率のもの

2,2 17

649,900

雑貨類・機械類(1個当り 5 トン未満のもの)

及びこれらに類似した作業能率のもの

ユニタイズ貨物、ノックダウン自動車及び完成車、機械類(1個当り

5トン以上のもの)及びこれらに類似し九作業能率のもの
1,986

(沿一五一 4)



7 看貫作業料金

本料金は、貨物の看貫作業を行っ九場合に適用し、当該貨物の上屋内基本料金の3割としま
す。

九だし、計量器使用及び検量立会人の費用については、本料金とは別に実費を申し受けます。

仕訳作業料金

本料金は、貨物の仕訳作業を行っ九場合に適用し、当該貨物の上屋内基本料金の3割としま
す。

9

(

はい替作業料金

本料金は、貨物のはい替作業を行った場合に適用し、当該貨物の上屋内基本料金の8割とし
ます。

10.上屋保管料金

(1)本料金は、船舶又は、はしけ積卸貨物を上屋その他の荷捌場において、一時保管する場
合に適用します。

②本料金表に記載のない貨物については類似し九保管内容け平当りの収容トン数)の料金
を適用します。

(3)本料金の計算は、貨物搬入の日から貨物搬出の日までとします。

〔

鰍頒

コン,テナ(野積場)

繊維原料類

窯

E分

q主) 1

2

3

その他の貨物

製

私設上屋の場合

果

公共上屋の場合の上屋使用料は、条例に基づく金額を別途申し受けます。

コンテナについては、野積場置きの料金とします。

定温保管を要する貨物については、本料金の8割増、ま九、くん蒸を要する
貨物については、本料金の2割増とします。

Ⅱ.分担金等

13

57

57

68

( 1)
②
(3)

区

公共上屋の場合

1 0 0

港湾福利分担金
港湾労働法関係付加金
労働安定基金

(1磁トンにっき単位用

分

9

43

43

57

81

各貨物
各貨物
各貨物

金

(一律)
(一律)
(一律)

q合一五一 5)

1 トンにつき
1 トンにつき
1 トンにつき

額

4円
1円 5
3円 5

0銭
0銭

品

青



、

12.消費税の加算

a)料金の総額に3%を乗じて計算します。
ただし、免税となる取引には適用しません。

②上記により計算され九金額に1円未満の端数が生じ九ときは1円単位に四捨五入します。

13. 料金の計算方

料金の計算方は、次によります。

計算トン数は、重量、容積いずれか大なる方とし、重量は 1,000キログラム、容積は
1.133立方米をもって1トンとみなします。.、
なお、慣例により重量に一定の係数を乗じて得九数値をもって計算トン数としている場合に
は、そゐ例によります。」ハ'」
九だし、コンテナは実入・空とも20フィート型は 1個当九り32トン、 40フィート型は 1個

当たり48トンをもってそれぞれ計算トン数とします。
20フィート型未満のコンテナは、20フィート型を基準をする換算トン数をもって計算ま九、

トン数と し、 35フィート型及び45フィート型等は40フィート型と同じとします。
(

14.その他

a)特殊1き物(特i大品＼_変質・発熱・塵挨・悪臭・驫損の甚だ上い貨物、,海難貨物等)、雨天・雪夫時荷役及び特殊荷役(長距解移送、荒夫時荷役、見本1采取等を徑う荷役等)の塲合は、
基本萪金のほかに、委託者と協議の上戻定した釡額だ申し受けます。

②委託者の要求により、特別の荷役機械、 資材等を使用し九場合には、委託者と協議の上、
別途実費を申し受けます。

(3)本料金表に記載のない事項にっいては、法令に反しない範囲内において当事者間の取極め
又は、,慣習によわます。

(

q合一 6)



1.適用範囲

この港湾荷役料金は、当該貨物について、接岸本船の船内荷役と沿岸荷役を同一委託者から

引受けた場合又は、異なる委託者からであっても当該貨物に係る接岸本船の船内荷役と沿岸

荷役が同量となる引受の場合等船内荷役と沿岸荷役の荷役手配が一貫して行える場合に適用

します。

Ⅱ.料金の種類及び適用方

1.基本料金

(総トン数1,000トン未満の小型船荷役料金を除く)

-1→・

ぐ コ. コンテ'ナ

パレタイズ貨物

ノ§ンノぐツク

バッグコンテナ

プレスリング

実

ノックダウン自動車

完成車値鮖トン精加獺20トン精眺の

入

目

①

袋

成

ペ

(

カートン

ケース

クレート

車(重鮎トン耻X1熔積20トン址のもの

ル物

物

接岸本船(ーー→

上屋・野積場内

雑貨類・機械類 a儲り5トン精呪の

有

タ

機

金

巻

姿

a トンにつき単位円)

冷凍品・冷蔵品

械

1,193

イ

取

木材

果

1,014

貨

類 a儲り5トン趾のもの

紙(内地産)

接岸本船(ーー→

上屋・野積場前

ヤ

類

非鉄金属類(半製品・銑鉄・地金)

2,305

岸壁揚のもの

額

物
鋼

1,066

1,803

石

2,524

原木

材

2,347

一般鋼材(口御2インチ補喝飴む)

9 0 5

3, 156

2,

3,07 1

料原

礦

3,460

1 1 2

鉱

特殊

製

材

北

2,524

イ

1,6 5 3

2,594

砂

礦

鉱礦

如径12インチ以上のもの

洋

2,3 12

材

2,298

石

2,378

2,8' 8 3

材

1,908

2,802

(粉)

3,183

(塊)

1,739

糖

2,298

2,3 6 1

2,355

1,870

5,006

2,803

2,199

2,700

1,706

2,297

1,563

2,7 5 1

2,

1,689

(港一五一 1)

1 8 8

1,8 6 1

2,5 2 0

2,4 6 7

2,578

2,

2,493

1 0 0

2,556

1,667

金

品

空

ニ
タ
イ
ズ
貨
物
等

国
洋

米
南

完

青

包
装
品

管
ル

鋼
コ

麦
料

石
石

撒
貨
物

小
肥
鉱

材
材



、)

( 1) 作業範囲

基本料金が適用される作業範囲は、次のとおりとします。
ただし、関連事業に係る行為は除きます。

①「接岸本船内モーー上屋・野積場内」の場合

(揚荷)接岸本船の本船内の貨物を岸壁上に取卸し、上屋.野積場内へ移送、
排付するまでの作業。"

(積荷)上屋・野積場内の貨物を岸壁上に移送し、接岸本船内に積込むまでの
作業。

②「接岸本船内(^上屋・野積場前」の場合

(揚荷) 接岸本船の本船内の貨物を岸壁上に取卸し、 上屋・野積場前又は、
貨車・トラック等の車側へ移送する作業。'

(積荷)上屋・ 野積場前又は、貨車・トラック等の車側にある貨物を岸壁上に
移送し、 接岸本船内に積込むまでの作業。

料金表に記載のない貨物等

基本料金表に記載のない貨物にっいては、基本料金表記載の貨物と、荷姿、作業構成員
数等が類似してぃる場合は、その料金を通用し、類似した貨物がない場<は、委託者と
協議の上、決定した料金を塞本料金とします。"

(

②

2.割増料金

割増料金は、次のとおりとします。
ただし、割増料金が重複する場合には、基本料金にそれぞれの割増率を乗じて各割伊料金を

算出し、これらの金額を合算します。

(
種別

半夜荷役

士曜日荷役

16時30分から21時30分までの間における荷役

士曜日(当該週の月曜日から金曜日までの間に
国民の祝日(振替休日を含む)がある場合にお
ける士曜日を除く。)における荷役

日曜日・祝祭日における荷役

(港一五一 2)

日曜日・
祝祭日荷役

内

3.割引料金

割引料金は、次のとおりとします。
九だし、割引料金が重複する場合には、

算出し、 Eれらの金額を差し引きます。'

割増率

基本料金の6割増

基本料金の6割増

基本料金にそれぞれの割引率を乗じて各割引料金を

基本料金の10割増

容



① 大口数量割引

委託者からの1荷役の引受において、同一貨物の量が

① 1,000トン以上3,000トン未満の場合、当該貨物の全量にっいて基本料金の 5%

② 3,000トン以上の場合、当該貨物の全量について基本料金の7%

に相当する金額を、当該貨物全量について当該貨物の基本料金を乗じて得た金額からそれ
ぞれ割引ます。

② 長期大量割引

同一委託者からの引受において、次のいずれの項目にも該当する場合は、当該取扱貨物量
にそれぞれの基本料金を乗じて得九合計額の5%に相当する額を、当該引受に係る請求額か
ら割引ます。

① 3ケ月以上の長期契約があること

② 1ケ月間に2回以上の反復継続の引受があること

③ 1回当九りの荷役量力氾,000トンを超えること

(

4.待機料金

待機料金は、次のとおりとします。

(

扣酢難成鰍
によ駆分

昼夜区分

昼
8時30分から

(鵬即分*で)

15人以下

( 12人)

半
16時30分から
(鵬.0分k)

間

本料金は、荷役開始時刻(昼間荷役にあっては部寺30分、半夜荷役にあっては16時30分)以降
における本船入港待、本船積込貨物の到着待又は、天候或いは、揚貨装置故障等による荷役待
機が生じ九場合であって、昼間荷役にあっては、 8時30分から16時30分までの間、半夜荷役に
あっては、16時30分から21時30分までの間に発生し九待機時間について、それぞれの待機料金
を適用します。

九だし、待機事由が港運事業者の責に帰さないものであるときに限ります。

16人~
22人

( 19八)

夜

54,530

器人~
29人

( 26人)

a 口1時間につき単位円)

84,830

84,930

30人~
36人

(器人)

132,110

115,350

37人以上

( 40人)

179, UO

145,780

226,フ70

171,680

2釘,060

(港一五一 3)



゛

5 最低料金

最低料金は、次のとおりとします。

扣酢籍成鰍
獣駆分

昼夜区分

罫

8時30分から
(鄭知分ま→

ぐ

15人以下

( 12人)

半

間

本料金は、次の各号に該当する場合に適用します。
九だし、これらの場合が港運事業者の責に帰さないものであるときに限ります。

a)荷役手配の取消の場合

①昼間荷役の手配申し受け最終時刻(前日の15時)以降2時間を経過してからの取消にっい
ては、昼間荷役の最低料金を適用します。

②半夜荷役の手配申し受け最終時刻(当日の15時)以降の取消にっいては、半夜荷役の最低
料金を適用します。

②半端荷役等の場合

荷役開始後における作業中止又は、少量作業或いは待機が伴っ九こと等により、昼間荷役
及び半夜荷役の区分毎に当該作業に係る請求金額がそれぞれの最低料金額に満九ない場合は、
該当の最低料金を適用します。

16人~
22人

( 19人)

432,600

432,600

器入~
29人

( 26人)

673,780

673,780

(1口につき単位円)

30人~

36人
( 33人)

915,110

〔
6

915,110

1,156,520

37人以上

(如人)

分担金等

1,156,520

1,362,000

1,362,000

区

(港一五一 4)

フ.消費税の加算

(1)料金の総額に3%を乗じて計算します。
九だし、免税となる取引には適用しません。

②上記により計算された金額に1円未満の端数が生じ九ときは1円単位に四捨五入します。

港湾福利分担金
港湾労働法関係付加金
労働安定基金

分

各貨物
各貨物
各貨物

金

8円
3円
7円

(一律)
(一律)
(一律)

1 トンにつき
1 トンにつき
1 トンにつき

額

夜
ら
で

力
ま

分
分 )0

0
時
寺(

①
②
③



8. 料金の計算方

料金の計算方は、次によります。

計算トン数は、重量、容積いずれか大なる方とし、重量は1,000キログラム、容積は1.133立
方米をもって 1トンとみなします。

なお、慣例により重量に一定の係数を乗じて得九数値をもって計算トン数としている場合に
は、その例によります。
九だし、コンテナは実入・空とも20フィート型は 1個当九り32トン、 40フィート型は 1個当

九り48トンをもってそれぞれ計算トン数とします。
ま九、20フィート型未満のコンテナは、20フィート型を基準をする換算トン数をもって計算

トン数とし、 35フィート型及び45フィート型等は40フィート型と同じとします。

9.その他

①本料金を適用する荷役において、「上屋出しコンテナ詰又は、コンテナ出し上屋入れ作業」、
「看貫作業」、「仕訳作業」、「はい替作業」及び「上屋保管」が伴う場合のこれら諸作業に

係る料金は、当港において適用される港湾荷役料金(沿岸荷役料金)のそれぞれの料金を準用
します。

(

②特殊貨物(特大品、変質・発熱・塵挨・悪臭・汚損の甚だしい貨物、海まゞ貨物等)、雨天・
雪天時荷役及び特殊荷役(海難船・特殊船の荷役、荒天時荷役、荷印その他仕訳を伴う荷役、
見本採取等を伴う荷役、沿岸荷役における長距雛移送等)の場合は、基本料金のほかに、
委託者と協議の上決定し九金額を申し受けます。

(3)委託者の要求により、特別の荷役機械、資材等を使用し九場合及びフォアマンを増員し九
場合には、委託者と協議の上、別途実費を申し受けます。

④本料金表に記載のない事項については、法令に反しない範囲内において当事者間の取極め
又は、慣習によります。

(

(港一 5 )



'

適用範囲

このはしけ運送料金は、港湾内又は指定区間において、はしけにより、本船船側(・→

沿岸問又は、沿岸(^沿岸間の貨物の運送を行う場合に適用します。

は

Ⅱ.料金の種類及び適用方

1.基本料金

し

(

け運送 金

ユニタイズ貨物
一般包装

物有姿貨

目

④

撒

通常の港湾内

①特定地区は、兵庫運河、東部第四工区とします。

②指定区間は、@当港と尼崎西宮芦屋港及び大阪港との間、⑬当港と東播磨港、
姫路港及び和歌山下津港との間とします。

(

金

港湾内運送

貨 物

1,2 5 8

(は一神戸一 D

a)作業.範囲

基本料金が適用される作業範囲は、次のとおりとします。

①本船船側(・→沿岸間における運送の場合

本船船側に繋留されたはしけ内においてフックをはずされた貨物を運送可能な状態に
積み付けし、これを運送し、貨物揚河岸に繋留するまで、又は貨物積み河岸に繋留され
たはしけに運送可能な状態に積み付けられ九貨物を運送し、本船船側においてフックを
かけられる状態にするまでの作業とします。

②沿岸(^沿岸間における運送の場合

貨物積み河岸に繋留されたはしけに運送可能な状態に積み付けられ九貨物を運送し、
貨物揚河岸に繋留するまでの作業とします。

なお、荷繰作業に際し、はしけを使用する場合の作業を含みます。

特定地区との間

a トンにつき単位円)

1,135

額

1,480

指定区間運送

1,358

5 7 9

8 0 2

7 0 2

9 2 4

@
@

゛
,

⑳
⑫

品

上
L

上
L



2 割増料金

割増料金は、次のとおりとします。
九だし、割増料金が重複する場合には、基本料金にそれぞれの割増率を乗じて各割増料金

を算出しこれらの金額を合算します。

種別

半夜運送

日曜日・
祝祭日運送

(

16時30分から21時30分までの間における運送

日曜日・祝祭日における運送

3 はしけ内荷捌料金

本料金は、本船船側におけるはしけ内の荷捌作業に適用します。
a トンにつき単位円)

内

(

口
ロロ

一般包装

本料金は、(注) 1はしけ内のはしけ内荷捌要員が、一般包装品にあっては2名、その
他の貨物にあっては1名の場合に適用し、それぞれの人員が1名増す毎に1名にっ
き 6 6円増しとします。

なお、本料金には、港湾荷役料金(船内荷役料金)に係る所定の割増料金を準用
します。

ユニタイズ貨物
有姿貨物
撒貨物

割増率

目

基本料金の4割増

基本料金の3割増

4 滞船料金

積載貨物トン数 1トン 1日にっき 14 5円とします。

ただし、本料金は貨物の積荷役日を含め4日間以内にはしけ運送が完了(はしけ繋留場
所に揚荷役を完了して帰着するまで)しない場合に積荷役日から起算して5日目以降当該
はしけ運送が完了するまでの間に適用します。

金 額

1 3 3

5.最低料金

本料金は、 1運送の引受量が100トンに満九ない場合に適用し、当該引受量が100トンに
満九ない場合は、100トン分とします。

66
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、

、

6.分担金等

区

港湾福利分担金

労働安定基金

フ.消費税の加算

a)料金の総額に3%を乗じて計算します。
ただし、免税となる取引には適用しません。

②上記により計算され九金額に1円未満の端数が生じたときは1円単位に四捨五入します。

分

各貨物

各貨物

料金の計算方

料金の計算方は、次によります。

計算トン数は、重量、容積いずれか大なる方とし、重量は1,000キログラム、容積は
1.133立方米をもって 1 トンとみなします。

なお、慣例により重量に一定の係数を乗じて得九数値をもって計算トン数としている
場合には、その例によります。

ナこだし、コンテナは実入・空とも20フィート型は 1個当九り32トン、 40フィート型は

金

(一律)

(一律)

(は一3)

1 トンにつき

1 トンにつき

(

額

1個当rこり48トンをもってそれぞれ計算トン数とします。
また、 20フィート型未満のコンテナは、20フィート型を基準をする換算トン数をもっ

4円

3円50銭

て計算トン数とし、 35フィート型及び45フィート型等は40フィート型と同じとします。

9.その他

山特殊貨物(海難貨物、変質・発熱・塵挨・悪臭・汚損の甚だしい貨物等)、及び特殊運送
(荒・雨・雪天時運送、防波堤外運送)の場合は、基本料金のほかに、委託者と協議の上

決定し九金額を申し受けます。

②委託者の要求により、はしけ封印を行っ九場合及びはしけ敷物等の特別の資材を使用し九
場合には、委託者と協議の上、別途実費を申し受けます。

③本料金表に記載のない事項については、法令に反しない範囲内において当事者間の取極め
又は、慣習によります。

(

山
②



適用範囲

この輸出貨物船積料金は、輸出貨物(個品運送貨物に限る。)の上屋入れより本船船側までの
港湾運送を一貫して行う場合に適用します。

なお、本料金には、船積みに係る事務処理業務を含みます。

Ⅱ.料金の種類及び適用方

1.基本料金

(1)上屋入れよりはしけ取り・本船積の場合及び直背後上屋入れより接岸本船積の場合

(1 トンにつき単位円)<

叉 金

口
ロロ

⑦

ノ＼ レ

ノックダウン自動車・

完成車値鮖トン精且っ諾20トン精眺の

タ

包

イ

目

袋

装

ズ貨物

ベ一1ル物

(船積一京・阪一 D

4,204

カートン

ケース

クレー N

物(紙・ビニ・ル入りのもの

上屋入れよりはしけ
取り・本船積の場合

有貨

姿物

類雑 貨

機械類(1儲り5トン精眺の

金

タ

4,7 0 1

鋼

機械類a儲り5トン批眺の

イ

(注)

材

4,306

ヤ

(1)本基本料金については、委託者と協議の上、上記金額の上下5%以内の金額を基本
料金とすることができるもの'とします。

②上屋入れよりはしけ取り・本船積の場合については、本料金のほかに、はしけ運送
料金中のはしけ内荷捌料金を申し受けます。

般鋼材

(口街2インチ糯瞭飴む)

直背後上屋入れよ.リ
接岸本船積の場合

6,023

額

5,7 3 5

3,4 4 3

6,060

3,048

5,5 9 6

4,9 7 1

4,7 6 5

4,47フ

5,4 6 2

4,802

4,338

3,713

貨
物

ユ
ニ
タ
イ
ズ

品

(



②営業倉庫河岸はしけ受けより、本船積の場合

(1トンにつき単位円)

繊

化学合成繊維(原料)

維

缶

目

製

(注)

(

a)本基本料金にっいては、委託者と協議の上、上記金額の上下5%以内の金額を基本
料金とすることができるものとします。

②本料金が適用される場合については、本料金のほかに、はしけ運送料金中のはしけ
内荷捌料金を申し受けます。

言士
ロロ

金

(3)上屋入れよりバンニングの上、 CY渡しの場合

3,1 6 1

2,987

額

3,161

袋物・ベール物及びこれらに類似した作業能率のもの

雑貨類・機械類 a 個当り5トン未満のもの)及び
これらに類似し九作業能率のもの

ユニタイズ貨物、ノックダウン自動車及び完成車、
機械類 a 個当り5トン以上のもの)及びこれらに
類似し九作業能率のもの

(

(注) (1)本基本料金については、委託者と協議の上、上記金額の上下5%以内の金額を基本
料金とすることができるものとします。

②本料金は貨物の上屋入れからバンニングまでの料金であり、 CYまでのドレイエー

ジ作業の費用及びバンニング時のラッシング作業の費用にっいては、本料金のほかに
実費を申し受けます。

目

④ 作業範囲

基本料金が適用される作業範囲は、次のとおりとします。

①上屋入れよりはしけ取り・本船積の場合

輸出貨物を上屋戸前で受け・はしけ積みし、本船船側へ運送するまでの作業

(1 トンにつき単位円)

金

5,520

額

5,480

② 直背後上屋入れより接岸本船積の場合

輸出貨物を本船直背後上屋戸前で受け、接岸本船船側へ移送するまでの作業

4,632

(船積一京・阪一 2)

品

品

品



.

③ 営業倉庫河岸はしけ受けより本船積の場合

輸出貨物を営業倉庫河岸ではしけ受けし、本船船側へ運送するまでの作業

④ 上屋入れよりバンニングの上CY渡しの場合

輸出貨物を上屋(コンテナフレートステーションを含む)戸前で受け、バンニ
ングの上CYへ移送するまでの作業

⑤ 料金表に記載のない貨物等

基本料金表に記載のない貨物については、基本料金表記載の貨物と、荷姿、作業構成員
数等が類似している場合は、その料金を適用し、類似し九貨物がない場合は、委託者と
協議の上、決定した料金を基本料金とします。

ぐ

2.最低料金

本料金は、 1件の請求金額が当該貨物に係る基本料金の1トン分に満九ない場合に適用し、
1件の請求額が 1トン分に満たない場合は、 1トン分とします。

3 分担金等

(
a)港湾福利分担金

②港湾労働法関係付加金

(3)労働安定基金

分

4.消費税の加算

a)料金の総額に3%を乗じて計算します。
九だし、免税となる取引には適用しません。

鰹入松城W
肋・本船和端

9円20銭

②上記により計算され九金額に1円未満の端数が生じ九ときは1円単位に四捨五入します。

金

1円50銭

直酸鰹入れより
瓣棚和端

8円05銭

5円20銭

1円50銭

営谿朗燃Uナ
列より梯和端

4円55銭

額

4円80銭

握入松りバンニング
吐CY渡しの端

4円20銭

4円80銭

1円50銭

(船積一京・阪一 3)

4円 2 0銭

区



電

5.料金の計算方

料金の計算方は、次によります。

計算トン数は、重量、容積いずれか大なる方とし、重量は1,000キログラム、容積は
1.133立方米をもって 1 トンとみなします。

6.その他

a)本料金を適用する作業において、半夜、士曜日及び日曜日・祝祭日に作業を行った場合は、
当港で適用される港湾荷役料金 q合岸荷役料金)、はしけ運送料金及び検数料金における
それぞれの割増率を乗じて得九金額を別途加算し、申し受けます。

<
②特殊貨物(特大品、変質・発熱・塵挨・悪臭・汚損の甚だしい貨物等)の場合は、基本料

金のほかに、委託者と協議の上決定し九金額を申し受けます。

(3) 次の費用については実費を申し受けます。

①航路別(方面別)優先使用方式による公共埠頭の公共上屋に搬入された貨物を、当該
埠頭内において、搬入上屋直前バース以外のバースに接岸し九本船まで横持ちする場合
の横持ち費用

②上屋入れよりバンニングの上CY渡しの場合のCYまでのドレイエージの費用及び
バンニング時のラッシングの費用

③委託者の要求により、小量貨物につき、特にはしけを使用し九場合の費用

④委託者の要求により、貨物の荷造、改造、補修及び荷印の刷り込み等を行っ九費用

(
④本料金表に記載のない事項については、法令に反しない範囲内において当事者間の取極め

又は、慣習によります。

(船積一京・阪一 4)




